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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA

　
中
央
公
民
館
ほ
か
、
鷹
巣
地
区
の
６
つ
の
地
区
公
民
館
の
約
２
５
０
人
の
受

講
生
ら
が
参
加
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
習
と
交
流
を
深
め
ま
し
た 

　
家
に
こ
も
り
が
ち
な
冬
も
、学
ぶ

心
は
ホ
ッ
ト
に
…「
冬
期
講
座
」 

　平成１９年度

鷹巣地区公民館

まつりが１月２０

日（日）、市中央

公民館で開かれ、

公民館講座の受講や

自主活動を行っている

参加者が、講演会や活動の成

果発表など多彩なプログラムで学習と交流を深めま

した。 

　参加者は、中央公民館のほか綴子、坊沢など地区

公民館６館で活動している講座受講生、サークル活

動の会員など約２５０人。 

　はじめに、「北秋田市は美食の街」と題し、県職員（北

秋田地域振興局在職）で、地域の食の文化作り活動な

どに取り組まれている佐藤重任氏の講演に耳を傾け

ました。 

　佐藤氏は、一時フランス料理人を目指したユニー

クな経験などをもとに、「北秋田市には比内地鶏や山

の芋をはじめ、セリ、ゴボウ、シシトウ、そばなど

豊かな食材がたくさんある。これらを活用してまち

づくりにつなげましょう」と参加者へ呼びかけました。 

　午後の演示部門は各公民館から計９団体から活動

の成果を披露。坊沢ゴリエアロをトップバッターに、

綴子舞踊サークル、中央公民館唱歌を歌う会、沢口

舞踊講座、七日市健康体操とレクダンス、綴子公民

館唱歌を楽しむ講座、七日市新舞踊、栄健康体操講座、

鳳は鷹巣消費者の会「ザ・ストップ悪徳商法」の寸劇

で締めくくりました。 

　また、館内には押し花や洋裁・手芸などの講座生

の作品も展示され、訪れた人たちは、心をこめて作

られた作品の数々に見入っていました。 

 

しげとう 

講演と活動成果発表で交流

鷹巣地区公民館まつり 

▼ 

冬にも学びと交流の場を

阿仁公民館「冬期講座」 

▼ 

こん　しんさく 

　
県
の
生
涯
学
習
事
業
﹁
あ
き
た
県
民
カ

レ
ッ
ジ
特
別
公
開
講
座
﹂
が
１
月
27
日
︵
日
︶、

市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
民
約
１

０
０
人
が
、﹁
昔
語
り
﹂
や
﹁
猿
倉
人
形
芝

居
﹂
等
の
民
俗
芸
能
実
演
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、
人
形
の
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
の
専

門
家
に
よ
る
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊  

　
講
座
で
は
は
じ
め
に
、「
昔
語
り
」と
し

て
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
び
こ
の
小
林

玲
子
さ
ん
が
民
話「
花
咲
き
山
」、
小
坂
和

子
さ
ん
が「
す
ず
め
っ
こ
の
話
」を
昔
な
が

ら
の
秋
田
弁
の
語
り
口
で
朗
読
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
吉
田
千
代
勝
一
座
に
よ
る

「
猿
倉
人
形
芝
居
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
演
題
は
「
大
蛇
退
治
」
、「
鬼
神

の
お
松
」
、「
貫
徹
和
尚
の
傘
踊
り
」
の
３

題
で
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
秋
田
弁
の
セ
リ

フ
回
し
や
、
迫
力
あ
る
大
蛇
と
の
大
立
回

り
、
鬼
神
の
お
松
の
七
変
化
等
、
人
形
操

法
の
特
徴
を
活
か
し
た
素
早
く
、
激
し
く

そ
し
て
曲
芸
的
な
や
り
取
り
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
昔
懐
か
し
い
人
形

絵
巻
に
満
場
の
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
猿
倉
人
形
芝
居
は
、
明
治
時
代
に
由
利

郡
鳥
海
町
（
現
由
利
本
荘
市
）
出
身
の
池

田
与
八
（
吉
田
若
丸
）
が
江
戸
時
代
か
ら

続
く
文
楽
な
ど
の
人
形
芸
を
基
礎
に
、
独

自
の
工
夫
を
加
え
て
創
案
し
た
人
形
芝
居

で
す
。
か
つ
て
は
「
秋
田
人
形
」
あ
る
い

は
、
与
八
の
出
身
地
か
ら
「
百
宅
人
形
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
名

称
は
与
八
の
弟
子
で
活
発
な
活
動
を
お
こ

な
っ
た
真
坂
藤
吉
（
吉
田
勝
若
）
の
出
身

地
で
あ
る
猿
倉
に
由
来
し
ま
す
。 

　
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
全
国
各
地
で

興
行
し
ま
し
た
。
神
社
や
お
寺
の
祭
典
、

農
村
で
は
民
家
の
座
敷
と
ど
こ
で
も
行
え

る
た
め
、
大
衆
娯
楽
と
し
て
大
変
な
人
気

を
博
し
た
と
い
い
ま
す
。 

　
藤
吉
に
は
弟
子
が
お
り
、
吉
田
千
代
勝

一
座（
北
秋
田
市
）、
鈴
木
栄
太
郎
一
座（
羽

後
町
）
、
木
内
勇
吉
一
座
（
由
利
本
荘
市
）

の
３
座
は
昭
和
49
年
に
秋
田
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
民
俗
芸
能
実
演
の
あ
と
、
秋
田
県
民
俗

学
会
事
務
局
長
の
齋
藤
壽
胤
氏
に
よ
る「
人

形
の
民
俗
〜
形
代
か
ら
人
形
芝
居
ま
で
」

と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
、
人
々
の
暮
ら

し
や
信
仰
な
ど
に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た

人
形
の
原
点
や
そ
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。 

    

　「
マ
タ
ギ
の
里
」と
し
て
知
ら
れ
る
北

秋
田
市
。
テ
レ
ビ
で
は
見
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
、
よ
く
知
ら
な
い
…
そ
ん
な

君
た
ち
へ
。 

　
狩
人「
マ
タ
ギ
」が
教
え
て
く
れ
る
冬

の
里
山
で
の
活
動
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

熊
牧
場
で
は
、
生
ま
れ
た
て
の
子
グ
マ

に
も
会
え
る
よ
。 

期
　
日
　
２
月
24
日（
日
） 

時
　
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時  

対
　
象
　
市
内
小
学
生
20
名（
先
着
順
） 

場
　
所
　
阿
仁
ク
マ
牧
場
と
そ
の
周
辺 

内
　
容
　
マ
タ
ギ
体
験 

　
▽
ク
マ
牧
場
で
冬
眠
中
の
熊
を
見
学 

　
▽「
マ
タ
ギ
鍋
」を
食
べ
て
み
よ
う 

　
▽「
か
ん
じ
き
」体
験
　
ほ
か 

※
市
の
バ
ス
で
、
午
前
８
時
30
分
に
中

央
公
民
館
を
出
発
し
、
途
中
停
車
し
な

が
ら
、
現
地
に
向
か
い
ま
す
。
時
間
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

参
加
料
　
無
料 

持
ち
物
　
防
寒
着
、
お
に
ぎ
り
ほ
か 

◎
問
合
せ 

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
中
央
公

民
館
２
階
）
�

62-

６
６
１
８ 

県
生
涯
学
習
事
業
「
あ
き
た
県
民
カ
レ
ッ
ジ
特
別
公
開
講
座
」 

本
物
の
﹁
マ
タ
ギ
﹂
か
ら
学
ぼ
う
！

昔

語

り

猿
倉
人
形
芝
居

地
域
に
伝
わ
る
民
俗
文
化
を
学
び
、
楽
し
む

こ
ど
も
マ
タ
ギ
体
験
講
座

 

▲吉田千代勝一座（杉渕栄二座長）による猿倉人形芝。

一人で２体の人形を同時に操る伝統芸です。 

▲朗読ボランティア「やまびこ」の皆さんは「昔語り」

を披露。民話を懐かしい響きの秋田弁で語りました。 

 

じ
ゅ
い
ん 

 

き
し
ん 

 

も
も
や
け 

 

と
う
き
ち 

 

ま
さ
か 

 

か
つ
わ
か 

 

わ
か
ま
る 

 

き
の
う
ち 

 

か
ん
て
つ
お
し
ょ
う 

◆

　阿仁公民館では、家にこもりがちな冬でも公民館

で気軽に学び、交流ができるようにと、１月から「冬

期講座」を開催しています。 

　１月２２日は、金新佐久氏を講師に迎え「なつかし

の歌っこ」を開催し、「雪の降る町を」など懐かしい唱

歌や童謡などをピアノ伴奏で、のびのびと歌いました。 

　腹の底から大声をだすことは、体にも良くストレ

ス解消にもつながります。「上手に歌うことは二の次、

楽しくウキウキ歌うことが一番！」と大好評でした。

この講座を皮切りに、３月まで編物・着付け・料理（巻

き寿司）などの講座が予定されています。この冬も、

受講生の学ぶ意欲は、厳しい寒さをも凌ぐ勢いのよ

うです。 


